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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
る
副

反
応
の
正
確
な
情
報
提
供
と
副
反
応

が
出
た
方
へ
の
対
応
お
よ
び
３
回
目

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。　

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
副
反
応
と

疑
わ
れ
る
症
状
に
つ
い
て
は
、

国
に
お
い
て
専
門
家
に
よ
る
調
査
と

評
価
が
行
わ
れ
て
お
り
、
県
と
し
て

は
、
こ
れ
ら
の
情
報
収
集
に
努
め
、

わ
か
り
や
す
く
県
民
の
方
に
情
報
を

発
信
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
副
反
応
に
悩
ま
れ
る
県

民
の
方
が
受
診
に
つ
な
が
る
よ
う
、

引
き
続
き
、
副
反
応
相
談
窓
口
を
設

置
す
る
と
と
も
に
、
健
康
被
害
救
済

制
度
を
活
用
で
き
る
よ
う
改
め
て
周

知
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
３
回
目
の
追
加
接
種
に
つ

い
て
は
、
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
製
ワ
ク
チ

ン
の
供
給
不
足
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、

国
に
対
し
追
加
配
分
を
要
望
し
て
い

ま
す
が
、
多
く
の
高
齢
者
の
方
に
交

互
接
種
を
お
願
い
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

県
と
し
て
も
、
国
に
対
し
交
互
接

種
に
お
け
る
安
全
性
・
有
効
性
に
つ

い
て
丁
寧
な
説
明
を
求
め
て
お
り
、

市
町
に
お
け
る
間
違
い
接
種
を
防
ぎ
、

交
互
接
種
が
確
実
に
実
施
で
き
る
よ

う
し
っ
か
り
と
支
援
し
て
ま
い
り
ま

す
。

生
産
量
や
消
費
量
の
減
少
に

加
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
大
き
な
打
撃

を
受
け
て
い
る
本
県
水
産
業
の
現
状

お
よ
び
課
題
解
決
に
向
け
た
対
応
に

つ
い
て
、
認
識
を
伺
い
ま
す
。

　

琵
琶
湖
漁
業
の
令
和
元
年
の

漁
獲
量
は
811
ト
ン
と
依
然
低
迷

し
た
状
況
で
す
。
琵
琶
湖
の
漁
業
者

は
、
平
成
30
年
の
統
計
に
よ
れ
ば
、

６
割
が
65
歳
以
上
で
あ
り
、
今
後
、

高
齢
化
に
よ
る
減
少
は
避
け
ら
れ
な

い
状
況
で
す
。

　

流
通
面
に
つ
い
て
は
、
全
国
的
に

い
わ
ゆ
る
「
魚
食
離
れ
」
の
状
況
が

あ
る
中
、
と
り
わ
け
琵
琶
湖
産
魚
介

類
は
、
地
域
性
が
強
く
、
認
知
度
が

低
い
こ
と
な
ど
か
ら
、「
魚
食
離
れ
」

の
傾
向
が
顕
著
で
、
湖
魚
の
流
通
は

縮
小
し
て
お
り
、
魚
価
が
低
迷
し
て

い
ま
す
。

　

従
来
の
固
定
化
さ
れ
た
流
通
体
制

が
新
し
い
商
取
引
に
対
応
し
に
く
い

こ
と
や
、
琵
琶
湖
漁
業
全
体
で
戦
略

的
に
販
売
す
る
流
通
体
制
が
な
い
こ

と
が
、
魚
価
の
低
迷
の
主
な
原
因
と

な
っ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
が
漁
業
収

入
の
低
下
に
つ
な
が
り
、
若
い
人
が

就
業
し
に
く
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
た
め
、
新
た
な
流
通
の
拡
充

や
、
適
切
な
資
源
管
理
の
も
と
で
琵

琶
湖
の
生
産
力
を
最
大
限
に
活
用
す

る
漁
業
の
実
現
等
に
よ
り
、
漁
業
者

一
人
ひ
と
り
の
収
益
性
を
高
め
、
後

継
者
の
確
保
と
定
着
を
進
め
る
こ
と

で
、琵
琶
湖
漁
業
が
将
来
に
わ
た
り
、

産
業
と
し
て
持
続
可
能
な
状
態
に
転

換
さ
せ
る
、
思
い
切
っ
た
施
策
を
打

つ
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

道
路
・
河
川
政
策

自
然
災
害
の
激
甚
化
・
頻
発

化
、
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
老
朽
化

へ
の
対
応
な
ど
、
県
民
の
安
全
・
安

心
な
生
活
を
支
え
る
強
靭
な
道
づ
く

り
・
川
づ
く
り
の
更
な
る
推
進
に
向

け
、
改
め
て
決
意
を
伺
い
ま
す
。

　

近
年
災
害
が
激
甚
化
・
頻
発

化
す
る
中
、
道
路
整
備
に
つ
い

て
は
、
災
害
に
対
し
強
靭
で
信
頼
性

の
高
い
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

が
必
要
と
考
え
て
お
り
、
幹
線
道
路

の
ダ
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
や
４
車

線
化
、
の
り
面
対
策
な
ど
を
積
極
的

に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
橋
梁
の
老
朽
化
に
つ
い
て

は
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
低

減
や
持
続
可
能
な
維
持
管
理
を
実
現

す
る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
の
事
後
保

全
対
策
か
ら
予
防
保
全
対
策
に
よ
る

道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
へ
の
転
換
を
目

指
し
ま
す
。

　

河
川
整
備
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
、
天
井
川
の
切
り
下
げ
や
河
道
の

拡
幅
、
堤
防
強
化
、
堆
積
土
砂
の
撤

去
な
ど
に
よ
り
治
水
安
全
度
の
向
上

を
図
る
と
と
も
に
、
滋
賀
県
流
域
治

水
の
推
進
に
関
す
る
条
例
や
本
年
11

月
に
施
行
さ
れ
た
特
定
都
市
河
川
浸

水
被
害
対
策
法
を
踏
ま
え
、
流
域
や

河
川
の
特
性
に
応
じ
て
、
安
全
な
住

ま
い
方
へ
の
誘
導
や
避
難
計
画
の
策

定
支
援
な
ど
の
ソ
フ
ト
対
策
に
も
取

り
組
み
ま
す
。

　

今
後
も
、
国
や
市
町
と
連
携
・
協

力
し
、
先
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
国
の

経
済
対
策
を
含
め
、
国
の
５
か
年
加

速
化
対
策
や
関
連
す
る
地
方
財
政
措

置
を
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
で
必

要
な
予
算
を
確
保
し
、
持
続
可
能
で

強
靭
な
道
づ
く
り
・
川
づ
く
り
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

環
境
政
策

　

伊
吹
山
や
霊
仙
山
な
ど
で
土

砂
崩
れ
が
発
生
し
、
原
因
が
ニ

ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る
影
響
と
言
わ
れ
て

お
り
、
ま
た
、
ニ
ホ
ン
ザ
ル
に
よ
る

被
害
も
発
生
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
被
害
状
況
と
対
策
お
よ
び
獣

害
に
対
す
る
長
期
的
対
策
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

（
裏
面
に
続
き
ま
す
）

11月定例会議では、新型コロナウイルス感染症への対応として、滋賀
県安心ケアステーションの開設や事業継続支援金の増額など、引き続き、
時期を逸することなく必要な施策を講じるための経費のほか、琵琶湖文化
館の整備にかかるＰＦＩアドバイザリー業務など、年度内に緊急に処理を
要する経費の増額などを行うため、総額12億3,267万９千円を追加する
「令和３年度滋賀県一般会計補正予算（第12号）」やＰＣＲ等検査無料化事業
の実施や生活福祉資金貸付金の事業期間の延長、また、看護、介護などの

現場で働く方々の収入の引上げのための経費や防災・減災、国土強靭化の
ための５か年加速化対策に対応した公共事業の追加、原油価格高騰の影響
を受ける県内事業者の皆様に対し、国が実施する施設園芸生産者や漁業者
のセーフティーネット構築事業の積立金を支援する経費など、総額282億
9,803万９千円を追加する「令和３年度滋賀県一般会計補正予算（第13
号）」など、知事提出議案22件と議員提出議案１件が上程されました。
　各委員会では、付託された各議案、その他所管事項について審議等を行
いました。
　これらの審議の結果、意見書案１件を否決したほか、いずれも原案のと
おり可決または同意しました。また、９月定例会議において継続審議とさ
れていた令和２年度滋賀県歳入歳出決算の認定を求めること等について、
認定または可決しました。

11月29日～12月21日の23日間

えり漁業の様子

医
療
・
感
染
症
対
策

水
産
業

国道306号（大君ヶ畑）の工事の様子

１１
月
定
例
会
議
に
お
け
る

　
　
　質
疑
・
質
問
か
ら
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伊
吹
山
や
霊
仙
山
で
は
、
ニ

ホ
ン
ジ
カ
に
よ
り
貴
重
な
高
山

植
物
や
森
林
の
下
層
植
生
の
食
害
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
地
域
で
は
、
守
る
べ
き

植
生
等
を
防
護
柵
で
囲
い
、
ニ
ホ
ン

ジ
カ
の
食
害
を
防
止
し
、
ま
た
、
山

頂
付
近
や
麓
で
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
捕
獲

を
行
う
こ
と
で
、
植
生
の
回
復
を

図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
ニ
ホ
ン
ザ
ル
に
よ
る
住
民

へ
の
威
嚇
、
家
庭
菜
園
等
の
被
害
、

屋
根
瓦
の
破
損
、
住
居
侵
入
な
ど
の

生
活
環
境
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
豊
か
な
自
然
に
囲
ま

れ
、
そ
の
中
に
生
き
る
多
種
多
様
な

生
き
も
の
か
ら
食
や
癒
し
な
ど
多
く

の
恩
恵
を
受
け
て
お
り
、
人
と
の
軋

轢
が
生
じ
て
い
る
野
生
鳥
獣
と
も
、

長
期
的
に
は
共
生
を
目
指
す
べ
き
も

の
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
今
の
時
代
だ
け
で
な
く

次
世
代
に
も
し
っ
か
り
と
引
き
継
ぐ

た
め
、「
個
体
群
管
理
」、「
被
害
防

除
対
策
」
お
よ
び
「
生
息
環
境
管
理
」

の
３
本
柱
の
対
策
を
総
合
的
に
実
施

す
る
と
と
も
に
、
ワ※
１

ン
ヘ
ル
ス
の
考

え
方
に
も
通
じ
る「
人
の
健
康
」、「
社

会
の
健
康
」、そ
し
て「
や
ま
の
健
康
」

を
は
じ
め
と
し
た
自
然
の
健
康
に
全

庁
を
挙
げ
て
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

学
校
教
育

　

現
在
、
県
教
育
委
員
会
が
取

り
組
ん
で
い
る
「
教
育
と
福
祉

が
連
携
し
た
支
援
体
制
整
備
事
業
」

お
よ
び
児
童
生
徒
の
健
全
育
成
に
係

る
県
と
市
町
と
の
連
携
に
つ
い
て
、

そ
の
成
果
と
課
題
お
よ
び
今
後
の
取

組
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

昨
年
よ
り
「
教
育
と
福
祉
が

連
携
し
た
支
援
体
制
整
備
事

業
」
を
延
べ
６
市
で
実
施
し
、「
ス※

2

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
・
ス
ー

パ
ー
バ
イ
ザ
ー
」
が
派
遣
先
の
市
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
取
組
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
子
ど

も
支
援
を
行
う
た
め
、「
子
ど
も
弁

当
」
が
家
庭
に
届
け
ら
れ
る
仕
組
み

を
作
り
、
地
域
福
祉
と
の
連
携
体
制

を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
の
事

例
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
「
児
童
生
徒
の
健
全
育
成
の
た
め

の
県
と
市
町
の
連
携
に
関
す
る
協

定
」
で
は
、
令
和
３
年
４
月
か
ら
、

14
の
市
町
で
協
定
に
基
づ
い
た
取
組

を
開
始
し
、
こ
れ
ま
で
県
立
学
校
か

ら
「
市
町
と
ど
の
よ
う
に
連
携
す
れ

ば
よ
い
か
分
か
ら
な
い
」
と
い
う
声

も
あ
り
ま
し
た
が
、
協
定
の
締
結
を

機
に
窓
口
が
明
確
と
な
り
、
す
ぐ
に

ケ
ー
ス
会
議
を
実
施
し
た
こ
と
で
生

徒
支
援
に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
報
告

を
受
け
て
い
ま
す
。

　

今
後
、「
教
育
と
福
祉
が
連
携
し

た
支
援
体
制
整
備
事
業
」
に
つ
い
て

は
、
ど
の
市
町
で
も
体
制
作
り
が
効

果
的
に
図
ら
れ
る
よ
う
推
進
す
る
こ

と
が
課
題
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
実

践
事
例
を
取
り
ま
と
め
、
各
市
町
に

広
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
児
童
生
徒
の
健
全
育
成
の

た
め
の
県
と
市
町
の
連
携
に
つ
い
て

は
、
よ
り
実
効
性
の
あ
る
切
れ
目
の

な
い
支
援
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
県
教

育
委
員
会
と
し
て
、
学
校
や
関
係
機

関
に
周
知
を
図
り
、
さ
ら
に
連
携
が

深
ま
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　令和５年に行われる予定の県議会議員の一般
選挙に向けて、議員定数等の在り方を検討して
きた議員定数検討委員会（奥村芳正委員長）は、
12月21日に検討結果報告を富田博明議長に提出
しました。
　検討結果の概要は以下のとおりです。議員の
定数、選挙区および選挙区別定数は、今後、「滋
賀県議会議員の定数ならびに選挙区および各選挙
区において選挙すべき議員の数を定める条例」の
改正により決まります。

＜検討結果の概要＞
　●議員の定数は、現行の44人とする。
　●選挙区は現行どおりとする。
　●各選挙区において選挙すべき議員の
　　数は、（右の）表のとおりとする。

●議員定数検討委員会における検討結果

　ペーパーレス化、ＩＣＴ化の推進をはじめ
情報共有や議会審議の充実・深化のため、県
議会では、11月定例会議からタブレット端末
を導入しました。
　議案書、本会議・各委員会での配布資料は
全て電子データ化し、今年度は試行期間とし
て紙資料と併用して運用します。令和４年度
から本格実施とし、原則、紙資料を廃止します。
　また、導入後１年を目途にペーパーレス化
の効果等を検証することとしています。併せ
て、タブレット端末の利用拡大などについて
検討し、一層のＩＣＴ化を図ることとしてい
ます。

●議会のペーパーレス化、ＩＣＴ
　化の推進に向けてタブレット
　端末を導入

選 挙 区 定数 選 挙 区 定数 選 挙 区 定数
大 津 市 10 草 津 市 4 高 島 市 ２
彦 根 市
犬 上 郡 ４

守 山 市 3 東 近 江 市
日 野 町
愛 荘 町

５栗 東 市 2
長 浜 市 ３ 甲 賀 市 ３
近江八幡市
竜 王 町 3

野 洲 市 ２ 米 原 市 １
湖 南 市 ２ 合　　計 44

用語解説 ※１ 「ワンヘルス」・・・人、動物、環境の健康は相互につながっていると包括的に捉え、分野横断的な課題に対し、関係者が「ひとつの健康」の概念を共有し、連携
してその解決に取り組むという概念。

※２ 「スクールソーシャルワーク・スーパーバイザー」・・・福祉や教育について高い専門性と豊富な経験を持ち、スクールソーシャルワーカー（社会福祉士等の専門
的な知識・技術を用いて、児童生徒の置かれた様々な環境に働きかけて支援を行う社会福祉士、精神保健福祉士等のこと。）に対しより効果的な支援方法について
指導や助言を行う者。

11月定例会議で審議した主な議案

11月定例会議で審議した意見書

議　案　番　号 件　　　　　　　　　名 結果
（知事提出）

議第119号～議第124号 令和２年度滋賀県一般会計および各特別会計歳入歳出決算の認定を求める
ことについて　ほか５件

認定

議第143号 令和２年度滋賀県モーターボート競走事業会計未処分利益剰余金の処分に
つき議決を求めることについて

可決

議第159号～議第161号 令和３年度滋賀県一般会計補正予算（第12号）　ほか２件 可決
議第162号～議第164号 滋賀県使用料および手数料条例の一部を改正する条例案　ほか２件 可決
議第165号～議第176号 契約の締結につき議決を求めることについて（草津用水２期地区笠縫用水

路その１工事）　ほか11件
可決

議第177号～議第179号 滋賀県収用委員会委員の任命につき同意を求めることについて　ほか２件 同意
議第180号 令和３年度滋賀県一般会計補正予算（第13号） 可決

番　　号 件　　　　　　　　　名 結果
意見書第14号 介護保険施設入所者等の負担を増やす補足給付見直しの撤回を求める意見書（案） 否決

議会からのお知らせ

●滋賀県議会ホームページ、
　Twitter（ツイッター）
　本会議や委員会の開催情
報、議会の仕組み、議員の
紹介、会議録など、県議会
の最新の情報を随時掲載し
ています。また、本会議の
模様はライブ中継と録画配
信をしています。

滋賀県議会ホームページ
https://www.shigaken-gikai.jp/

滋賀県議会ツイッター

（アカウント名　@shigakengikai）

スマートフォン
等でも御覧いた
だけます。

第 110 号 滋賀県議会だより 令和 4年（2022年）1月 9日（日）　⑵

滋賀県議会では、県民の皆さんに議会の活動を一層御理解いただくため、わかりやすい広報紙づくりに努めています。滋賀県議会だよりに関する御意見は下記までお寄せください。
宛先　〒520-8577　大津市京町4－1－1　滋賀県議会事務局　政策調査課　TEL 077-528-4094　FAX 077-528-4940　Ｅメール gikai@pref.shiga.lg.jp
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